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これからの日本は少子高齢化に伴う人口構造の変化と疾病構造の変化に対応していかな

ければなりません。高齢者人口が増え生産年齢人口が減り、コロナなどの感染症により社会

参加を制限して生活不活発な高齢者も増加しています。その中で医療・介護も「活動・参加」

がキーワードになっています。疾患の治療だけでなくＡＤＬ・ＩＡＤＬの質と量を向上し

「いきいきと活動的に生活を維持していつまでも元気に住み慣れた地域で過ごす」ことが

求められています。その概念は高齢者のみならず障がい者・児、生活困窮者まで含むように

なっています。その中で我々作業療法士はどのような役割があるのでしょうか。 

様々な社会保障制度がありますが介護保険の目的を例にして考えてみましょう「尊厳を

保持して、自立した日常生活を営むことができるよう、様々なサービスの給付を行う」と規

定しています。その中で作業療法士の役割はまずはアセスメントを行って対象者の方の

ADL・IADL の自立を阻む要因を抽出する、そしてその要因に対するプログラムを予後予測

に則して進めていくことです。そして生活機能向上の一躍を担っていくことが作業療法士

の重要な役割となります。現在全国の市町村においては自立支援型マネジメントの推進を

目指して介護予防のための地域ケア個別会議を実施しております。この会議は「要支援者等

の生活行為の課題の解決等、状態の改善に導き、自立を促すこと」ひいては「高齢者の QOL

の向上」を目指しています。そのために ADL・IADL の自立を阻害する要因を多職種協働

において課題解決していくことが重要になります。作業療法士は助言者として理学療法士、

管理栄養士、歯科衛生士と共に参加します。この地域ケア会議の場で作業療法士は生活機能

のアセスメントの専門家として大変重要な位置を占めています。作業療法士の専門性を発

揮できる場です。そのケア会議も高齢者から障がい者・児を含めた共生型のケア会議へと広

がっています。また総合事業においても通所 C 型、訪問 C 型、住民の通いの場への作業療

法士への関与も期待されています。この期待はコロナなどの感染症への対策、その影響によ

る生活不活発な高齢者の増加、少子高齢化、生産労働人口減少などの課題に対する危機感の

表れです。この課題にどう答えるか、地域での作業療法士の役割を示す時です。その役割と

は「活動」「参加」への関与です。この役割を地域で実践できれば作業療法士の存在意義は

大きく高まります。我々作業療法士が認識している以上に行政や地域から期待されていま

す。この思いに答えるか否か我々の今後の取り組み如何にかかっております。 

今回の講演では「活動」「参加」に作業療法士がどう関わっていくか、何を期待されてい

るかをお伝えできればと思います。宜しくお願い致します。 

  

 


